
道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

広報広報
371 号371 号

平成 23年11月号平成 23年11月号

Contents
　Ｐ２　第５０回村民体育祭・卓球部交流　
　Ｐ３　景観計画策定委員の公募・新任教育委員の紹介
　Ｐ４　平成２２年度決算状況の公表
　Ｐ８　決算に基づく健全化判断比率等の公表
　Ｐ９　決算審査意見書
　Ｐ10　学校だより
　Ｐ11　診療所だより

日本一の
水源の郷を
めざして

日本一の
水源の郷を
めざして

祝　100歳　おめでとうございます
佐藤ヨシヱさん（谷相地区）

祝　100歳　おめでとうございます
佐藤ヨシヱさん（谷相地区）

　Ｐ12　学童保育入所者募集・指導員募集
　Ｐ13　日常生活圏域ニーズ調査結果報告
　Ｐ14　入札結果の公表について
　Ｐ15　自衛隊募集・公共施設の節電について
　Ｐ16　水道のお知らせ・税務署からお知らせ
　Ｐ17　お知らせ
　Ｐ19　道志村トピックス

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。
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体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
秋

晴
れ
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
10

月
３
日（
日
）に
村
民
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、第
50
回
村
民
体

育
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
50
回
目
の
記
念
大
会
と

い
う
事
で
、
豪
華
景
品
を
か
け
た
○
×

ク
イ
ズ
大
会
や
各
種
団
体
に
よ
る
出
店
、
久
し

ぶ
り
の
う
ど
ん
の
復
活
、
消
防
団
に
よ
る
地
震

体
験
車
等
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

神
地
チ
ー
ム
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て

健
康
づ
く
り
の
促
進
、ま
た
、各
地
区
の
親
睦
と

交
流
を
図
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多数の方が参加した○×クイズ

盛り上がった年齢別リレー
震度７を体験

道志中学校卓球部は９月２４日（土）に明治大学の坂本副学長のご厚意により明治大学卓球
部と交流練習を行いました。

明治大学体育会卓球部は、明治大学付属明治高校の敷地内に合宿所が有り明治高校の各施設
も見学をさせていただき、生徒達も大変貴重な体験をし、有意義な一日を過ごしました。

中学校卓球部　明治大学と交流練習

日本学生卓球連盟会長の明大
卓球部兒玉総監督及びコーチに
よる熱血指導を受けました。

世界レベルの技術と練習方法
など教えていただき、今後の技
術向上に向けて練習に活かして
行くと共に交流を通じて礼儀を
学び親睦を深めました。

第
50
回

村
民
体
育
祭
の
開
催

ヴァ
ンく
んも道志音頭を踊りましたヴァ

ンく
んも道志音頭を踊りました



（３）

道志村景観計画策定に係る委員の公募について
道志村は、平成２２年９月１日に景観行政団体に移行しました。

このことにより景観法に基づく景観計画を策定していくことになります。
景観法は、景観を整備・保全するための基本理念を明確にし、住民、事業者、行政の責務を

明確化しています。
地域を大切にし、特徴を活かした良好な景観を育てていくことが、「住みやすさ」を感じさ

せ、郷土に対する愛情と誇りを育てることにつながるものと考えます。
道志村景観計画の策定については、地域住民との協働のもと、住民の合意形成が欠かせません。
道志村景観計画の策定にご協力いただけるかたのご応募をお待ちしております。

公募による委員数 ： １０名程度
募 　 集 　 期 　 間 ： 平成２３年１１月１日～１０日まで

お問い合わせ・お申込み先
道志村役場　産業振興課景観計画担当
☎ ０５５４−５２−２１１４

●
新
任
教
育
委
員
の
紹
介

山
口
力
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
後

任
及
び
不
在
で
あ
り
ま
し
た
一
名
の
委

員
に
、
次
の
方
々
が
新
た
に
教
育
委
員

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道
志
村
教
育
委
員
会
の
構
成

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
現
在

委
員
長
　
　
　
　
佐
藤
　
充
俊

同
職
務
代
理
者
　
佐
藤
　
鈴
江

委
　
員
　
　
　
　
出
羽
　
和
平

委
　
員
　
　
　
　
池
谷
　
徳
昭

教
育
長
　
　
　
　
佐
藤
　
光
男

１１月２０日は山梨県の誕生日、県民の日です。この県民の日を記念し、各種イベントが行われま
す。是非お出かけください。

■県民の日記念行事「交流広場」
・日　時　１１月１９日(土)  ～２０日(日) 　午前１０時～午後３時３０分
・場　所　小瀬スポーツ公園（甲府市）

各市町村の特産品ブースをはじめ、多数の展示や体験、相談コーナーや各種団体による
活動内容の発表の場などがあります。

■県有施設の無料開放 １１月２０日（日）に実施。
県立美術館、博物館、フラワーセンターなどの観覧料・入館料が無料になります。

■お問合わせ先 県民の日記念行事実行委員会事務局　☎ 055−223−1350

出羽　和平 氏
（笹久根在住）

池谷　徳昭 氏
（上善之木在住）

第２５回
「 県 民 の 日 」記念行事にお出かけください！

※当日は道志村のブースも出展致します。
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会 　 計 　 名

　　　
　 　 　 　

実 質 収 支

（単位：千円）

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

合　　　　計

歳 入 総 額

2,405,159

286,149

111,593

78,470

95

118,117

164,620

28,256

104,356

38,717

3,335,532

歳 出 総 額

2,288,519

286,062

111,593

78,260

32

118,082

162,084

28,255

103,909

38,717

3,215,513

歳入歳出差引

116,640

87

0

210

63

35

2,536

1

447

0

120,019

翌年度に繰越すべき財源

15,213

0

0

0

0

0

0

0

0

0

15,213

101,427

87

0

210

63

35

2,536

1

447

0

104,806

国民健康保険

国 保 診 療 所

簡 易 水 道

老 人 医 療

観 光 施 設

介 護 保 険

介護サービス

浄 化 槽

後期高齢者医療

平成22年度   決 算 総 括 表

　　　
　 　 　 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１世帯当たり、１人当たりの歳入・歳出
一般会計を平成23年４月１日現在の

世帯数（623世帯）と人口（1,945人）

で換算すると、次のようになります。

一世帯当たり 一人当たり

歳入 3,860,608円 1,236,586円

歳出 3,673,385円 1,176,616円

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
９
会

計
）
の
決
算
が
９
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
対
前
年
比

率
３
・
７
％
の
減
で
あ
り
、
歳
出
総
額
の
対
前
年
比

は
４
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
目
指
す

村
づ
く
り
の
将
来
像
「
日
本
一
の
水
源
の
郷
を
目
指

し
て
」
を
実
現
す
る
た
め
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
各

種
事
業
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
も
財
政
の
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

更
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
経
費
削
減
に
努

め
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国県支出金
　 24.3％

村税8.7％
使用料等 1.3％
財産収入 0.1％

寄付金等 6.6％

諸収入 0.8％

譲与税等1.8％

繰越金 4.5％

地方交付税 37.6％

村債 14.3％

依存財源
  78.0％

自主財源
　22.0％

   歳入総額
2,405,159千円

目的別歳出
2,288,519千円

民生費 10.3％

衛生費 4.3％

商工費 3.2％　土木費 13.9％

教育費 23.0％

公債費 9.3％

議会費 1.5％

消防費 8.7％

総務費 15.1％

農林水産業費 10.1％

諸支出金 0.6％

公 表公 表公 表
一般会計

歳入2,405,158,844円
歳出2,288,518,559円
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区　　　分
22　年　度

決算額 構成比

21　年　度

決 算 額 構成比
増 減 率

目的別歳出状況 （単位：千円、％）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

歳 出 合 計

34,916

345,946

235,548

98,767

230,290

72,378

317,735

199,483

525,513

0

213,937

14,006

2,288,519

33,919

751,728

253,310

97,365

296,006

60,571

328,101

127,884

167,565

0

241,185

32,811

2,390,445

1.4

31.4

10.6

4.1

12.4

2.5

13.7

5.3

7.0

0.0

10.1

1.4

100.0

増 減 額

997

△ 405,782

△ 17,762

1,402

△ 65,716

11,807

△ 10,366

71,599

357,948

0

△ 27,248

△ 18,805

△ 101,926

2.9

△ 54.0

△ 7.0

1.4

△ 22.2

19.5

△ 3.2

56.0

213.6

―
△ 11.3

△ 57.3

△ 4.3

1.5

15.1

10.3

4.3

10.1

3.2

13.9

8.7

23.0

0.0

9.3

0.6

100.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　

区　　　分
22　年　度

決 算 額 構成比

21　年　度

決 算 額 構成比増 減 額
増 減 率

　

　

　

　　　　

歳 入 状 況

   

　　　
　 　 　 　

（単位：千円、％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲度所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金  

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計 

209,881

13,909

868

434

133

18,047

4,261

5,496

904,146

0

10,959

20,059

453,899

130,567

1,816

134,130

25,551

107,302

19,901

343,800

2,405,159

220,127

14,274

987

318

159

18,079

4,216

3,113

869,862

0

13,810

19,283

339,194

132,561

1,827

139,351

1,199

99,810

29,377

590,200

2,497,747

8.7

0.6

0.0

0.0

0.0

0.8

0.2

0.2

37.6

0.0

0.5

0.8

18.9

5.4

0.1

5.6

1.1

4.5

0.8

14.3

100.0

8.8

0.6

0.0

0.0

0.0

0.7

0.2

0.1

34.8

0.0

0.6

0.8

13.6

5.3

0.1

5.6

0.0

4.0

1.2

23.6

100.0

△ 10,246

△ 365

△ 119

116

△ 26

△ 32

45

2,383

34,284

0

△ 2,851

776

114,705

△ 1,994

△ 11

△ 5,221

24,352

7,492

△9,476

△ 246,400

△ 92,588

△ 4.7

△ 2.6

△ 12.1

36.5

△ 16.4

△ 0.2

1.1

76.5

3.9

0.0

△ 20.6

4.0

33.8

△ 1.5

△ 0.6

△ 3.7

2,031.0

7.5

△ 32.3

△ 41.7

△ 3.7

平成22年度 決 算決 算決 算
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・
無
線
シ
ス
テ
ム
普
及
支
援
事
業
補
助
金

２
，
６
８
０
千
円

（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
施
設
共
同
設
置
補
助
）

・
情
報
通
信
施
設
管
理
事
業

１
６
，
３
０
１
千
円

（
情
報
通
信
施
設
管
理
・
運
営
）

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

７
９
，
２
０
７
千
円

（
村
道
整
備
事
業
、
耐
震
式
貯
水
槽
設
置
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
）

・
統
計
調
査
事
業

１
，
５
３
２
千
円

（
国
勢
調
査
、
学
校
基
本
調
査
、
工
業
統
計
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
）

・
消
防
施
設
整
備
事
業

７
５
，
１
１
４
千
円

（
消
防
庁
舎
建
設
事
業
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
設
置
、
防
火
水
槽
３
基
設
置
等
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
費
助
成
事
業

４
，
０
９
５
千
円

（
社
協
だ
よ
り
の
発
行
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

活
動
、
共
同
募
金
活
動
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
開
催
等
）

・
在
宅
福
祉
事
業

１
，
１
２
７
千
円

（
在
宅
障
害
者
及
び
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

・
障
害
者
等
福
祉
事
業

２
８
，
７
３
９
千
円

（
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
・
自
立

支
援
給
付
費
助
成
事
業
）

・
児
童
手
当
事
業

２
９
，
２
９
５
千
円

（
児
童
手
当
、
こ
ど
も
手
当
）

・
安
心
子
ど
も
基
金
地
域
子
育
て
創
生
事
業

６
，
９
０
８
千
円

（
公
園
整
備
、
保
育
所
遊
具
整
備
）

・
保
育
所
運
営
事
業

４
２
，
４
３
７
千
円

（
道
志
村
保
育
所
運
営
経
費
）

・
予
防
接
種
事
業

４
，
５
６
４
千
円

（
子
宮
頸
が
ん
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
）

・
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業

７
，
１
８
８
千
円

（
０
歳
〜
15
歳
(中
学
３
年
生
)ま
で
の
医
療
費
全

額
助
成
）

・
い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し
健
診
事
業

６
，
４
５
６
千
円

（
各
種
健
診
事
業
へ
の
助
成
）

・
環
境
保
全
事
業

４
１
，
７
４
４
千
円

（
自
然
保
全
事
業
、一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
事
業
、

道
志
村
エ
コ
ラ
イ
フ
促
進
事
業
）

２
、
農
林
水
産
関
係

・
水
田
農
業
改
革
支
援
事
業

１
０
，
１
５
４
千
円

（
ク
レ
ソ
ン
栽
培
施
設
整
備
補
助
）

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

５
，
７
３
７
千
円

（
農
地
保
全
に
対
す
る
助
成
）

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

１
２
，
８
７
１
千
円

（
県
営
事
業
：
施
設
間
連
絡
道
、鳥
獣
害
防
止
施

設
、農
道
整
備
事
業
等
へ
の
負
担
金（
15
％
））

・
県
単
土
地
改
良
事
業

３
６
，
０
２
６
千
円

（
農
道
長
又
３
号
線
開
設
工
事
）

・
地
籍
調
査
事
業

９
，
９
２
１
千
円

（
委
託
費
等
）

・
山
村
振
興
事
業

８
，
５
４
２
千
円

（
み
な
も
と
体
験
館
備
品
整
備
等
）

・
体
験
農
園
運
営
事
業

２
，
９
１
６
千
円

（
体
験
農
園
管
理
・
運
営
費
）

・
ど
う
し
森
づ
く
り
事
業

１
，
１
１
９
千
円

（
民
有
林
の
整
備
事
業
）

・
道
志
村
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
推
進

事
業

５
，
７
７
５
千
円

（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
シ
ス
テ
ム
構
築
業

務
委
託
）

・
路
網
整
備
事
業

１
０
，
０
９
８
千
円

（
森
林
路
網
整
備
工
事
）

・
林
道
改
良
事
業

４
６
，
９
１
３
千
円

（
椿
大
室
指
線
改
良
工
事
、
掛
水
線
舗
装
工
事
、

作
業
道
草
久
保
線
開
設
工
事
、
富
士
東
部
(南
)

線
開
設
負
担
金
）

・
林
道
維
持
事
業

８
，
４
６
６
千
円

（
整
備
及
び
修
繕
、
残
土
処
理
場
整
備
事
業
）

３
、
商
工
観
光
関
係

・
商
工
会
事
業
費
補
助
金

２
，
５
０
０
千
円

（
道
志
村
商
工
会
へ
の
補
助
金
）

・
登
山
道
・
遊
歩
道
等
整
備
事
業

（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

２
，
６
６
９
千
円

（
登
山
道
、
遊
歩
道
、
公
園
等
の
整
備
）

・
ホ
タ
ル
祭
り
補
助
事
業

１
，
０
０
０
千
円

（
ホ
タ
ル
祭
り
へ
の
補
助
金
）

・
観
光
振
興
事
業
補
助
金

５
，
５
０
０
千
円

（
道
志
村
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
）

平
成
22
年
度

主
な
事
業
の
実
施
状
況

１
、
総
務
・
民
生
・
環
境
衛
生
関
係

・
広
報
ど
う
し
発
行
事
業

３
，
１
２
３
千
円

（
広
報
ど
う
し
約
８
０
０
部
発
行
）

・
防
災
行
政
無
線
・
防
犯
灯
管
理
事
業

４
，
２
４
４
千
円

（
防
災
行
政
無
線
移
動
局
の
設
置
等
）

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

１
２
，
６
０
０
千
円

（
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
設
備
の
設
置
）

・
電
気
自
動
車
購
入
事
業

４
，
１
６
３
千
円

（
三
菱
自
動
車
i-M
ive）

・
道
志
村
過
疎
対
策
事
業

４
３
６
，
０
２
４
千
円

（
自
立
促
進
計
画
★
★
事
業
）

・
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
（
繰
越
事
業
）

５
３
，
２
２
５
千
円

（
消
防
庁
舎
整
備
事
業
等
）

・
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
事
業

４
４
，
３
３
９
千
円

（
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
整
備
事
業
等
）

・
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
開
催
補
助
金

２
，
３
９
３
千
円

（
第
１
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
開
催
補
助
）

・
明
治
大
学
と
の
連
携
事
業

５
７
６
千
円

（
中
学
生
と
の
交
流
等
）

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

６
，
６
４
０
千
円

（
結
婚
・
出
産
祝
金
、
記
念
樹
贈
呈
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
団
体
助
成
事
業
（
神
地
神
楽
保
存
会
韓

国
公
演
等
）
、
水
源
の
郷
づ
く
り
推
進
事
業
）



（７）

・
道
路
新
設
改
良
事
業

９
５
，
２
５
６
千
円

（
室
久
保
線
・
谷
相
〜
池
之
原
線
・
久
保
〜
秋

山
線
改
良
工
事
測
量
設
計
、善
之
木
〜
三
ケ
瀬

線
・
椿
〜
椿
沢
線
・
西
向
線
改
良
工
事
、橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
委
託
）

・
住
宅
建
設
費

４
４
，
０
６
０
千
円

（
若
者
定
住
促
進
住
宅
建
設
（
２
世
帯
分
）
）

５
、
教
育
関
係

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
事
業

４
１
，
５
３
６
千
円

（
小
・
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
）

・
高
校
就
学
助
成
事
業

６
，
０
０
０
千
円

（
12
万
円
×50
人
）

・
外
国
青
年
招
致
事
業

４
，
３
３
５
千
円

（
外
国
人
指
導
助
手
人
件
費
等
）

・
中
学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
事
業

３
６
５
，
９
４
８
千
円

（
建
物
工
事
、
舞
台
設
備
工
事
、
備
品
整
備
）

・
公
民
館
維
持
管
理
事
業

１
０
，
４
１
５
千
円

（
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
、そ
の
他
公
民

館
維
持
管
理
、
久
保
公
民
館
解
体
工
事
等
）

・
社
会
体
育
振
興
事
業

３
，
０
４
６
千
円

（
体
育
館
維
持
管
理
等
）

・
体
育
協
会
補
助
事
業

２
，
３
０
０
千
円

（
道
志
村
体
育
協
会
へ
の
補
助
）

・
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

２
５
，
４
９
７
千
円

（
人
件
費
、
給
食
材
料
代
等
）

・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
屋
内
プ
ー
ル
運
営
管
理

５
，
６
８
７
千
円

（
消
防
施
設
点
検
、
燃
料
費
、
修
繕
費
等
）

道 志 村 財 政 調 整 基 金

村 債 管 理 基 金

道志村公共施設整備等基金

土 地 開 発 基 金

道 志 村 ふ る さ と 振 興 基 金

中山間地ふるさと水と土保全対策基金

西 川 教 育 基 金

道 志 村 地 域 福 祉 基 金

道志村国民健康保険財政調整基金

道志村観光施設等特別会計基金

広域常備消防事務委託費負担金基金

道 志 村 介 護 保 険 基 金

日本一の水源の郷づくり道志村応援基金

道志村介護従事者処遇改善臨時特例基金

ど う し 森 づ く り 基 金

道志村住民生活に光をそそぐ基金

合　　　　　計

403,655
132,650
327,856
117,025
107,526

9,929
21,302

100,000
46,194
10,325
56,521
12,648

1,870
209

3,157
6,600

1,357,467

基金現在高の状況（平成22年度末現在）
（単位：千円）

・
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

２
，
３
９
７
千
円

（
横
浜
開
港
バ
ザ
ー
等
で
の
特
産
品
販
売
及
び

観
光
ブ
ー
ス
の
設
置
）

・
道
志
の
湯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
施
設

経
営
改
善
計
画
策
定
委
託
事
業

１
，
０
５
０
千
円

（
道
志
の
湯
経
営
改
善
計
画
の
策
定
）

・
道
志
村
子
ど
も
農
山
漁
村
地
域
協
議
会

育
成
事
業

５
，
５
０
０
千
円

（
体
制
整
備
及
び
事
業
実
施
運
営
補
助
）

・
四
里
塚
整
備
事
業

（
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
前
）

８
，
４
８
４
千
円

（
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
工
事
）

・
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
公
園
整
備
事
業

１
１
，
９
７
０
千
円

（
公
園
整
備
工
事
）

４
、
土
木
関
係

・
土
木
総
務
費

１
，
９
２
６
千
円

（
特
殊
建
築
物
定
期
検
査
、わ
が
家
の
耐
震
診
断

事
業
、
村
道
台
帳
補
正
業
務
等
）

・
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

１
，
４
４
０
千
円

（
17
基
）

・
村
道
修
繕
事
業

１
５
，
２
６
１
千
円

（
村
道
除
雪
、補
修
材
購
入
、残
土
処
理
場
整
備
、

軽
微
な
舗
装
等
）

・
道
路
維
持
事
業

１
３
，
３
１
５
千
円

（
村
道
室
久
保
線
舗
装
工
事
、村
道
岩
瀬
〜
谷
相

線
舗
装
工
事
、村
道
善
之
木
〜
水
之
元
線
改
良

工
事
）

起債区分 金額

一 般 単 独 事 業 債

公 営 住 宅 建 設 事 業 債

教育・福祉施設等整備事業債

災 害 復 旧 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

減 税 補 て ん 債

臨 時 税 収 補 て ん 債

臨 時 財 政 対 策 債

合　　　　計

52,688
17,699

104,717
26,375

1,500,549
22,557

6,342
739,111

2,470,038

3
2
5
4

12
9
1

17
53

地方債現在高の状況（平成22年度末現在）
（単位：千円）

起債区分 金額件数
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、道志村の健全化判断比率及び資金不足比率を公

表します。

この法律は地方自治体の財政状況を四つの指標（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債

費比率、④将来負担比率）で数値化し、その指標によって破たんの可能性が高い「早期健全化団体」や、

破たん状態にある「財政再生団体」を認定し、再建に向けた計画策定と実施を義務付ける法律です。

道志村では、いずれの指標においても早期健全化基準を下回っているため、健全な財政状況であると

判断されます。

①実質赤字比率
一般会計及び道志村観光施設等事業特別会計における標準財政規模（※）に対する実質収支の赤字割

合で、道志村の場合、15.00％が早期健全化の警戒ラインですが、平成22年度決算では約10,146万円の

黒字決算となっているため、数値としては算定されません。

※標準財政規模：地方自治体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模

②連結実質赤字比率
一般会計と国民健康保険などの全ての特別会計における標準財政規模に対する実質収支の赤字割合

で、道志村の場合、20.00％が早期健全化の警戒ラインですが、平成22年度決算では約10,415万円の黒

字決算となっているため、数値としては算定されません。

③実質公債費比率
標準財政規模に対する地方債の償還に要した一般財源の割合（３年平均）で、道志村の場合、25.00％

が早期健全化の警戒ラインですが、平成22年度決算では6.6％となっています。

④将来負担比率
標準財政規模に対する将来負担額（債務合計から充当可能財源を控除して算出）の割合で、道志村の

場合、債務合計が約3,572百万円、充当可能財源等が約3,749百万円で将来負担額がマイナスとなり

350.0％が早期健全化の警戒ラインですが、数値としては算定されません。

資金不足比率
事業の規模に対する公営企業ごとの資金不足額の割合で、道志村の場合、簡易水道事業特別会計及び

浄化槽事業特別会計が該当となりますが、それぞれ黒字決算となっているため、数値としては算定され

ません。

平成22年度 決算に基づく健全化判断比率
及び資金不足比率の公表

指　標　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

早期健全化基準

15.00％

20.00％

25.0 ％

350.0  %

財政再生基準

20.00％

35.00％

35.0 ％

特別会計名

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

決算に基づく数値

−

−
※−は０％以下のため数値として

算定されません。

決算に基づく数値

−

−

6.6％

−

1. 健全化判断比率

2. 資 金 不 足 比 率
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【一般会計】
平成 22 年度一般会計における歳入の状況は、2,405,159 千円で前年度決算額 2,497,747 千円に対し 3.7％の減

となっている。
歳入における自主財源の占める割合は 22.0％で、依存財源が 78％となっており、依然と脆弱な財政状況下にある。
歳入の 8.7％を占める主要な自主財源である村税について収入状況を見ると、村税全体の調定額は 226,654 千

円で対前年度比△10,931 千円（△4.6％）、収納率は 92.6％と前年と同率であった。調定額の減少は、景気低迷に
よる住民所得の減少等が要因である。収納状況については、税の公平性を期し、収納率向上に積極的な努力を要す
るところである。また、固定資産税の滞納繰越分において、8,149 千円の不能欠損処分が行われている。これは、関
係法令に則り適正に処理されたものと認められたが、処分にあたっては徹底した調査のうえ厳正に対処されたい。
「財政健全化判断比率及び資金不足比率の状況」における各指標（実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債

費比率・将来負担比率）の数値は健全に推移していることが確認できたが、依存型財政であることに変わりなく、
健全な財政の管理・運営に向けて、さらなる努力を求めるところである。

平成 22 年度一般会計における歳出の状況を見ると村の将来像である「日本一の水源の郷を目指して」に向けて、
村民生活の安心・安全対策、福祉の向上、雇用対策、環境対策等の各種事業が積極的に行われ、村民のくらしに重
点を置いた取り組みが見受けられる。また、ここ数年実施している住み良い安心・安全なむらづくりに向けた基盤
の整備については、各種計画との整合性も図られ、住民の意向に則っているものと判断する。

目的別歳出状況から支出の変動について分析すると、対前年度比で教育費 213.6％、商工費 19.5％の増となり、
総務費が 54.0％、農林水産費 22.2％の減となっている。教育費の増については、中学校屋内体育館の耐震化への
対応であり、一時的な現象である。また、総務費の減についても、平成 20 年〜21 年までに情報インフラの整備が
完了したことにより、生じたものである。今後においても目的別の予算配分については、社会情勢を反映しつつ、
住民の意向に配慮した事務事業の選択が行われることを希望するところである。

最後に、国の財政状況は、財政赤字問題と長引く景気低迷による税収の低下、さらには本年３月 11 日に東北地
方を襲った未曾有の東日本大震災の支援対策等により、ますます厳しさを増している。こうした状況下で、国の地
方への交付金にも影響を及ぼすことが懸念されてる。今後、国の動向等に注視し、安定的な予算確保に向けた取り
組みを講じるとともに、歳出面においては、さらなる行政コスト削減と、スリム化の推進を図ることを提言する。

【特別会計】
特別会計の決算状況は、前年度に比較して歳入で 930,373 千円、歳出で 926,994 千円となっている。国民健康

保険、国保診療所、簡易水道、老人医療、観光施設、介護保険、介護サービス、浄化槽、後期高齢者医療の各会計
での実質収支は、黒字となっている。

なお、次の会計においては、下記に記述のとおり一層努力されたい。
「国民健康保険」
国民健康保険の保険料は、調定額 65,180 千円に対し、収納額 61,140 千円で収納率 93.8％となっており、対前

年度比 0.11％の減となっている。国民健康保険は、国の社会制度の根幹的な役割を担い、一方で高齢者や低所得者
を多く抱える構造的な問題を抱えている。このことが徴収率の伸び悩みに影響を与えていることは理解できるが、
国保料負担の公平性の観点から、未収未済額の縮減に向けて引き続き努力されたい。　
「簡易水道」
簡易水道の使用料は、調定額 7,851 千円に対し、収納額 6,976 千円で収納率 88.9％、収入未済額が 876 千円と

高額になっている。収入未済額の徹底した調査を行い粘り強く徴収努力を行うとともに、事案によっては関係法令
に則り、不能欠損処分を行うことを要望する。

決算審査意見書
平成 23 年８月１日から８月４日までの間、地方自治法第 233 条第２項の規定に基づき平成 22 年度一般会計・特

別会計の決算状況を審査したので、次のとおり意見書を提出します。

道志村監査委員　杉 　 本 　 賢 　 造
佐 　 藤 　 一 　 仁

審査の結果
審査に付議された、平成 22 年度一般会計・特別会計歳入歳出決算及び主要施策の実績等の関係諸帳簿を中心に予

算の管理状況、予算の執行状況について審査を実施した。予算の執行状況については、適正に執行されていることを
認めたが、その内容並びにこれらに対する審査意見は、下記に記述のとおりである。
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道なき道を進む

似合うでしょう

３
，
４
年
生
は
、
９
月
29
日
に
県
立

博
物
館
と
ぶ
ど
う
狩
り
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。
博
物
館
で
は
甲
府
空
襲
の
こ
と

や
山
梨
の
災
害
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
ぶ
ど
う
狩
り
で
は
、
で
き
る
だ
け

大
き
な
房
を
収
穫
し
よ
う
と
一
生
懸
命

探
し
ま
し
た
。

10
月
６
，
７
日
は
、
５
年
生
が
楽
し

み
し
て
い
た
横
浜
訪
問
で
し
た
。
朝
の

雨
も
や
ん
で
、
横
浜
は
半
袖
で
過
ご
せ

る
よ
う
な
暖
か
な
陽
気
で
し
た
。
川
井

浄
水
場
か
ら
万
騎
が
原
小
、
山
下
公

園
、
中
華
街
と
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味

津
々
の
様
子
。
　
道
志
村
の
代
表
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
あ
い
さ
つ
も
で
き
ま

し
た
。
児
童
の
感
想
「
本
物
の
水
道
管

に
入
っ
た
り
、
水
が
ど
う
い
っ
た
方
法

で
浄
水
さ
れ
て
い
く
の
か
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
の

思
い
出
は
で
き
た
て
の
水
を
飲
ん
だ
事

で
す
。
冷
た
く
て
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
」
　

１
、
２
年
生
は
、
10
月
４
日
（
火
）

に
万
力
公
園
・
フ
ル
ー
ツ
公
園
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち

と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
体
中
び
っ
し
ょ
り

に
な
っ
て
の
水
遊
び
を
し
た
り
、
秋
の

一
日
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

学校だより 道志小学校 (第57号）

10
月
18
日
〔
火
〕
に
は
図
書
集
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高

瀬
さ
ん
が
今
年
も
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
を
見
せ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
図
書
委
員

が
絵
本
「
サ
ル
の
先
生
と
ヘ
ビ
の
看
護

婦
さ
ん
」
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
図
書
委
員
の
上
手
な
演
技

に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
今
ま
で
以
上
に
本

を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
心
の
豊
か
な
子

ど
も
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
横
浜
訪
問

●
図
書
集
会

水道管が大きいな

これから出航です

ヘビの看護婦さん

これは大きいぞ

●
秋
の
遠
足

６
年
生
は
、
や
は
り
９
月
29
日
に
御

正
体
山
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
か
な
り
急

な
山
道
が
続
き
ま
し
た
が
、
校
長
先
生

を
先
頭
に
驚
く
ほ
ど
早
く
頂
上
に
到
着

し
ま
し
た
。
富
士
山
も
綺
麗
に
見
え

て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
で
し
た
。富士山も見えた

フルーツ公園で水遊び

モルモットかわいいな
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11／1611／14
AM10:00

保育所内科健診

11／11

11／３
文化の日

10／30 10／31 11／４ 11／５
午前中のみ診察

11／２11／１
午前：胃カメラ

11／10
研修のため休診

11／６ 11／７ 11／12
午前中のみ診察

11／９11／８
午前：胃カメラ

11／17
研修のため休診

11／13 11／18 11／19
研修のため休診

11／15
午前：胃カメラ

11／24
研修のため休診

11／20 11／21 11／25 11／26
職員研修

11／23
勤労感謝の日

11／22
午前：胃カメラ

12／１
研修のため休診

11／27 11／28 12／１ 12／３
午前中のみ診察

11／3011／29
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

11
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
10月中旬より寒くなりはじめたため、風邪などで体調を崩す方や、喘息を悪化させる方が多く

なってきました。また高血圧の方においても、夏と比べて血圧値が上昇傾向を示す割合が目立っ
てきています。このように、気候が不安定となり冬に近づくにつれて、健康管理が難しくなりま
すが、薬を飲み忘れない、禁煙を心掛ける、休息をしっかり取るなど、できることからはじめて
いきましょう。今回はその一つである、インフルエンザのワクチン接種についてお話します。

今年のインフルエンザのワクチンは、昨年と同様に２年前に流行したA/H1N1亜型と季節性の
A型、B型の３種類のウイルスに対するワクチンをまとめた「混合ワクチン」が用いられることに
決まりました。特に優先接種順位が決められていないため、希望すれば誰でも受けられます。65
歳以上の方、60−64歳で心・腎・呼吸器に機能障害を有する方、集団行動をしている方（保育園
児、小中学生、高校生等）は接種をお奨めします。接種は、接種時に13歳未満の児の場合２回必
要ですが、13歳以上の人で毎年接種を受けている場合は、１回の接種でも２回の接種とほぼ同等
の効果が得られるものと考えられています。流行前までの12月始め頃までの接種が望ましいと
されています。診療所では予約制をとっていないため、接種希望の方は直接来院してお問い合わ
せ下さい。

インフルエンザウイルスが体内に入り細胞に侵入して増えることを感染といいますが、発症す
るのはその何割かです。ワクチンの役割は発症段階で食い止める割合を高めることで、死亡者や
重傷者をできる限り減らすことが期待されています。ただし残念ながら、もし流行したウイルス
と、ワクチンのウイルスの性質が大きく違っていると、ワクチンの効果は落ちてしまうことにな
ります。予防効果の持続期間は約４～５ヶ月であることを理解していただき、接種していただき
たいと思います。

なお、ワクチンの接種を受けていても、日頃から手洗い・うがいをきちんと行い、流行時期は
人混みを避けて、感染の段階で予防できるように注意していきましょう。
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1．学童保育とは
両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

2．入所対象児童および定員 小学校１年生～小学校６年生（低学年優先入所）２０名程度

3．入所基準
① 保護者が家庭外で労働している家庭の児童

② 保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③ 保護者のいない家庭の児童

④ 保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童　

⑤ 家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥ 火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

4．開所場所 集いの家（馬場）

5．開 所 日 平成２３年１２月２６日（月）～平成２３年１月１２日（木）

・冬休み期間中・・・８時３０分～１７時３０分（延長保育あり）

6．休 所 日 土・日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）

7．保 育 料（冬休みのみ入所する児童）

月額 ２,０００円（別途、おやつ代がかかります。）

※　通年入所者は保育料・おやつ代は変わりません

8．注意事項
長期休暇のみの入所については、１ヶ月前に入所申請の受付を行います。通年入所している方は再申

請の必要はありませんが審査の対象となり、入所状況によっては長期休暇も利用できるとは限りま

せん。

9．申請期間 平成２３年１１月１日～１１月１１日

10．申請場所 道志村役場住民健康課　　☎５２−２１１３

平成２３年度　冬休み
学童保育所の入所児童を募集します！

学童保育　指導員募集
学童保育では夏季休暇に伴い、指導員を下記のとおり募集します。

●資　　格 保育士・小学校教諭等の資格を持っている方が望ましいが、未経験者の方も可能
●就業期間 ・平成２３年１２月２６日（月）～平成２４年１月１２日（木）

[土・日・祝日・１２月２９日～１月３日（年末年始）は休所日]
●就業時間 ・冬季休暇間 ８時～６時（交代制）
●賃　　金 ・保育士等資格保持者 時給９００円～

・無資格者 時給７８０円
●申し込み期間　平成２３年１１月１日～１８日
●申し込み・お問い合わせ

道志村役場 住民健康課　☎０５５４（５２）２１１３



日常生活圏域ニーズ調査結果報告

道志村のニーズ調査から見えたこと
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高齢者の皆さんへ

この度は、日常生活アンケートにお答えいただきありがとうございました。皆様から頂戴した貴重なご
意見・ご要望は今後の高齢者福祉施策に可能な限り活用させていただきます。

また、個別に生活アドバイス表を送付しましたが、今後の生活の参考にしていただきたいと存じます。

認知機能低下・うつ傾向・閉じこもり傾向・運動機能低下のある方は、日頃からの運動・楽しみ・外出・体
調管理が今後もさらに必要です。若い年齢からメタボリックの改善など生活を振りかえってみましょう。

１０年後・２０年後の自分のために・・・

運動教室・お茶のみ会を利用してみませんか？詳細は月の予定表をご覧ください

●家族構成
・一人暮らし ………………36
・家族と同居 ……………429
・施設入所等 ………………12
・未回答 ……………………25

●日中一人になることは
・よくある ………………148
・たまにある ……………210
・ない ………………………86
・未回答 ……………………58

●介護や介助は必要か
・必要ない ………………336
・現在受けていない ………49
・現在受けている …………68
・未回答 ……………………49

●援助や支援して欲しいことは
・雪かき・雪下ろし ………37
・話し相手 …………………32
・食事の準備 ………………30
・ゴミだし …………………29
・掃除 ………………………29
・洗濯 ………………………26
・外出時の移動手段 ………21
・外出時の付き添い ………20

●地域ではどのような支援が必要
・近所との交流 …………336

・民生委員・自治会等の
声かけ・見守り ……176

・高齢者の集まることが
できる場の充実 ……164

・緊急通報装置など安否確認
………………………102

●生きがいは
・農業・畑仕事 …………251
・庭木・花等の園芸 ……192
・孫の世話・孫の成長 …143
・家事・家業の手伝い …129
・旅行 ……………………127
・散歩 ……………………119
・友人と出かける ………106

●どこで暮らしたいですか
・自宅 ……………………337
・長期療養が可能な病院 …60
・特別養護老人ホーム ……36
・賃貸住宅 …………………7

●現在の保険料について
・何とかやりくりして払える

……………………………306
・負担感はない ……………52
・負担能力を超えている …23
・わからない ………………50

●今後の保険料について
・現行の水準でよい ……146
・サービスの質を抑えても

保険料は低い ………114
・保険料が高くてもサービス

の充実を望む …………114
・わからない ………………63

★主な回答

調査対象者 平成２３年２月１日現在本村在住の 65 歳以上の高齢者５４０名

回　答　者 ５０２名　　　未回答者　３８名　　　回収率　92.96%

あり
33％
あり
33％

なし
67％

認知機能低下

あり
19％
あり
19％

なし
81％

うつ傾向

あり
18％
あり
18％

なし
82％

口腔機能低下
あり
13％
あり
13％

なし
87％

閉じこもり傾向

あり
19％
あり
19％

なし
81％

運動機能低下
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● 土木工事

物品
番号 落札率 指　名　業　者

1
東八防災㈱、三和防災㈱、㈲消防ポンプ
設備サービスセンター、東ポン商会、
山梨トヨタ自動車㈱

消防ポンプ自動車 東八防災㈱ ￥31,570,000 ￥32,000,000 5月31日～
3月23日 98.7%

物　品　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

委託
番号

2

21

1

国際航業㈱、三和航側㈱、㈱パスコ、
大輝測量㈱、アジア航測㈱

林道台帳整備業務
委託 大輝測量㈱ ￥15,430,000 ¥17,400,00 5月31日～

12月20日

落札率 指　名　業　者

88.7%

STUDIO CORE、㈲団設計、
山口建築設計事務所

道志の湯改修工事設
計業務委託 STUDIO CORE ￥3,100,000 ¥3,230,000 5月31日～

12月20日 96.0%

STUDIO CORE、㈲団設計、
山口建築設計事務所、㈱OMT

若者定住促進施設建設工
事実施設計監理業務委託 STUDIO CORE ￥1,410,000 ¥1,590,000 7月28日～

3月31日 88.7%

委　託　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

工事
番号

2 ㈲佐藤設備、長田産業㈱、三協設備㈱、
㈲太田水道工務店、宮下設備工業㈱

㈲佐藤設備、長田産業㈱、㈲池谷工務店

インテリア菅谷、長田産業㈱、㈲池谷工務店

長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、
㈲佐藤設備、㈲七里緑化
長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、
㈲佐藤設備、㈲七里緑化
長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、
㈲佐藤設備、㈲七里緑化
長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、
㈲佐藤設備、㈲七里緑化
長田産業㈱、㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、
㈲佐藤設備、㈲七里緑化
㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所
長田産業㈱、㈲池谷工務店、㈲平賀興業、
㈲七里緑化、㈲坂本建設、中村建設工業㈱

㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱

㈱佐藤工業所、渡建工業㈱、志村工業㈱、
㈲渡辺工務所
㈱ウォーターテック、水道機工㈱、
磯村豊水機工㈱
㈲佐藤設備、長田産業㈱、三協設備㈱、
㈲太田水道工務店、宮下設備工業㈱

神地営農飲雑用水本
管布設工事 ㈲佐藤設備 ￥1,860,000 ¥1,970,000 6月22日～

７月31日

落札率 指　名　業　者

94.4%

3 道志中学校便所改修
工事 ㈲池谷工務店 ￥6,090,000 ¥6,270,000 7月14日～

8月23日 97.1%

4 道志小学校校舎内改
修工事 インテリア菅谷 ￥1,976,000 ¥2,080,000 7月14日～

8月23日 95.0%

5 浄化槽23-1工事 ㈲佐藤設備 ￥4,470,000 ¥4,620,000 7月14日～
10月31日 96.8%

6 浄化槽23-2工事 ㈲七里緑化 ￥4,070,000 ¥4,190,000 7月14日～
10月31日 97.1%

7 浄化槽23-3工事 長田産業㈱ ￥4,570,000 ¥4,620,000 7月14日～
10月31日 98.9%

8 浄化槽23-4工事 ㈱佐藤工業所 ￥3,720,000 ¥3,830,000 7月14日～
10月31日 97.1%

9 浄化槽23-5工事 渡建工業㈱ ￥3,430,000 ¥3,570,000 7月14日～
10月31日 96.1%

11 村道善之木～三ヶ瀬
線改良工事 渡建工業㈱ ￥5,700,000 ¥5,940,000 7月14日～

12月25日 96.0%

15 林道椿大室指線舗装
工事 ㈲坂本建設 ￥4,462,000 ¥4,600,000 8月16日～

12月15日 97.0%

16 林道椿大室指線改良
工事 ㈱佐藤工業所 ￥26,000,000 ¥26,900,000 8月16日～

3月28日 96.7%

17 林道掛水線舗装工事 ㈲渡辺工務所 ￥18,400,000 ¥18,800,000 8月16日～
3月28日 97.9%

18 大渡浄水場オートスト
レーナー改修工事 水道機工㈱ ￥6,990,000 ¥7,210,000 8月16日～

3月31日 96.9%

19 長幡簡易水道第１給水
区本管布設替工事 長田産業㈱ ￥1,546,000 ¥1,630,000 8月16日～

9月30日 94.8%

1 ㈲池谷工務店、川上建設㈱、タカムラ建設㈱
長田産業㈱、タカムラ建設㈱

道志村若者定住促進
住宅建設工事 長田産業㈱ ￥40,750,000 ￥42,000,000 6月21日～

4月29日 97.0%

工　事　名 落　札　者 落札金額 予定価格 工　　期

● 物品購入

● 業務委託

入　札　結　果

秋の火災予防運動にご協力下さい
１１月９日は、「１１９番」の日です。この日から、１１月１５日までの一週間、「秋の全国火災予防運動」が

実施されます。道志村でも消防団の防火パレード等が行われます。
一人ひとりが次の事項を心がけ、大切な命や財産を火災から守りましょう。

◆ スローガン “消したはず　決めつけないで　もう一度”
＜住宅防火　いのちを守る　７つのポイント＞
３つの習慣 ●寝たばこは、絶対やめる。　●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策 ●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。　●寝具、衣類及びカーテンからの火災

を防ぐために、防炎品を使用する。　●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
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平成 23 年度 自衛官等募集案内

・全寮制で、規則正しい団体生活を通
じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等の教育を受
講

・将来のためのテクノロジー教育を重
視

・３学年修了時に高校卒業資格が得ら
れ、防衛大学校の受験も可能

・入学から約４年後３等陸曹に昇任し、
定年まで勤務が可能

・選抜試験に合格すれば幹部に昇任も
可能

夏季の節電につきましては、皆さまのご協力によりまして計画停電等も実施することなく過ごすこと
が出来ました。村としましても、公共施設の削減目標を 15％と定め、節電に努めてまいりましたがその
結果が出ましたので公表いたします。

※道志中学校については、昨年体育館の新築工事の為取り壊されおり、前年度数値に体育館分は入って無く、また、夏休み
中改修工事を実施した為、使用量増となりました。

道志村診療所・歯科診療所

道志村保育所

道志村スポーツプラザ屋内プール
道志村福祉センター

やまゆりセンター

道志中学校

道志小学校

道志村役場・中央公民館・消防署

・合格発表後、24 年４月から正規の修
業年限が終わる月まで毎月 54,000円
を貸与

・夏休みを利用して将来勤務する研究
開発機関や部隊を研修

・大学卒業後は、陸・海・空幹部候補
生として採用され、幹部自衛官とし
て必要な教育を受講

・自衛官として一定年限以上勤務する
と、学資金の返還を免除

待遇・その他試験期日資　　格 受付期間募集種目区分

高等工科学校
（推薦）

平成 24 年
１月７日㈯～９日㈪
までの間で指定する１日

平成 24 年２月４日㈯

平成 23 年
11 月１日㈫

～
平成 23 年
12 月 16 日㈮

平成 23 年
12 月１日㈭

～
平成 24 年
１月 13 日㈮

平成 23 年
11 月１日㈫

～
平成 24 年
１月６日㈮

中学校卒業
（見込み含）

17 才未満の
男子で中学校長
等が推薦する者

現 在 大 学 で 理
学・工学を専攻
し、来春３・４
年次及び大学院
の学生で、26 歳
未満（大学院生
は、  28 歳未満）
の男・女

中学校卒業
（見込み含）

17 才未満の
男子

１次試験
平成 24 年１月 14 日㈯

２次試験
平成 24 年
１月 28 日㈯～31 日㈫
までの間で指定する１日

高等工科学校
（一般）

貸費学生

自
衛
隊
の
学
資
金
貸
与
制
度

中
学
卒
業
後
の
進
学
コ
ー
ス

お問い合わせ先
（１）自衛隊山梨地方協力本部　募集課

山梨県甲府市北新１丁目７−９　   電話：０５５−２５３−１５９１㈹
（２）自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所

山梨県大月市御太刀２−８−10　 電話：０５５４−２２−１２９８

平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集

自 衛 隊 山 梨 検 索

夏季の節電に伴う公共施設の電気使用量について

4 , 8 1 5

2 , 1 8 1

1 1 , 6 8 8

1 , 4 5 5

5 , 9 9 7

3 , 2 3 0

1 2 , 2 7 8

2 , 9 2 3

1 , 3 2 8

1 2 , 7 5 5

1 , 1 0 5

9 , 5 1 5

3 , 1 8 6

1 1 , 2 0 6

△39.30%

△39.13%

9.13%

△24.08%

58.66%

△1.35%

△8.73%

施　　設　　名 23 年度使用量(7～9 月平均) 22 年度使用量(7～9 月平均) 増　　減



日頃より道志村簡易水道事業にご理解とご協力ありがとうございます。
簡易水道の管理について、万全の状態を維持できるよう水道の漏水調査等を行ったところ、次

のような状況が一部で確認されました。

・水道メーターの手前で給水管を分岐して水道水を使用している

・自家用水道と簡易水道の配管が接続されている

どちらも水道法により固く禁じられている行為です。

この結果、簡易水道の水が自家用水道に逆流し、配水池の水位が低下して、一般住宅に給水で

きない状態が発生しています。簡易水道の給水工事は、条例により村の指定を受けた指定給水装

置工事事業者が行わなければならないことが定められており、指定を受けていない業者及び個人

が行うことはできません。給水工事を予定されている方は一度役場にご連絡をお願い致します。

今後、村では、水道検針の結果や配水池の流量計の数値から異常水量が出ている地区・箇所を

絞り込む調査を行い、上記二点のような状況が確認された場合、改善していただくよう指導を行

う予定です。住民の皆さまのご理解とご協力をお願い致します。

平成23年11月１日（16）

税務署からのお知らせ
税務署では、所得税の青色申告決算書の作成や消費税及び地方消費税の申告書の書き方などについ

て、下記の日程で説明会を開催しますので御案内します。

１　 説明事項
（1）所得税の青色申告決算書の作成及び青色申告特別控除の適用要件について

（2）消費税等の届出に関する手続、課税売上高の判定、課税売上げの区分整理の方法について

（3）国税電子申告・納税システム（e-Tax）の概要及び利用開始に当たっての手続について

２　 開催日時・会場等

※ 13 時 30 分から説明会を開始しますので、それまでに着席をお願いします。

開 催 日 時 説 明 事 項 会 　 　 　 　 場

１２月１日（木）

１２月２日（金）

13 時 30 分
～

16 時 30 分

所得税の青色申告決算書
作成・消費税関係ほか

富士吉田市民会館
３階会議室

大月税務署
３階会議室

富士吉田市緑ヶ丘 2-5-23
☎ 0555−23−3100

大月市御太刀 2-8-10
☎ 0554−22−3151

問い合わせ先   大月税務署　個人課税第１部門　指導担当 ☎ 0554－22－3151　内線 51・52

簡易水道の管理についてお知らせします簡易水道の管理についてお知らせします簡易水道の管理についてお知らせします
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●
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
　
池
谷
德
昭
氏
が
10
月

１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。（
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
は
、人
格
識
見
が
高
く
、

人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
人
を
、
村
長
が

推
薦
し
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

任
期
は
、
３
年
間
で
す
。

道
志
村
に
お
い
て
は
、
現
在
３
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
都
市
再
生
整
備
計
画
事
後
評
価
の

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
19
年
か
ら
５
ヵ
年
を
か
け
て
都
市

再
生
　
整
備
計
画
に
よ
る
交
付
金
事
業

（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）
に
よ
り
、
道
路

や
防
災
施
設
、
医
療
施
設
等
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
安
心
安
全
な
住
環
境
づ
く

り
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
交
付
期
間
の
最
終
年

度
の
事
業
開
始
時
に
掲
げ
た
数
値
目
標
の

達
成
度
の
評
価
や
分
析
を
行
い
ま
す
。
道

志
村
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
か
ら
「
住
み

や
す
さ
」
や
「
安
心
・
安
全
」に
係
る
、事
業

の
効
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
、
都
市
再

生
整
備
計
画
で
掲
げ
た「
住
み
や
す
さ
の
満

足
度
」の
計
測
を
行
い
も
の
で
す
。ご
多
忙

の
と
こ
ろ
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　
平
成
23
年
11
月
１
日（
火
）か
ら

平
成
23
年
11
月
13
日（
日
）ま
で

対
　
象
　
村
内
全
戸

問
合
せ
先

道
志
村
役
場
　
総
務
課

財
政
・
政
策
・
税
グ
ル
ー
プ

☎
52
‐
２
１
１
１

●
11
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
お
子
さ
ん
へ
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

毎
年
こ
の
時
期
は
、
お
子
さ
ん
へ
の
手

作
り
お
も
ち
ゃ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。今
年
は〝
鈴
の
音
の
す
る
ボ
ー
ル
〟を
作

り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
世
界
で
一

つ
の
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
ょ
う
♥

日
時
　
11
月
８
・
15
日（
火
）午
前
10
時
～

場
所
　
馬
場
「
つ
ど
い
の
家
」

＊
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
乳
児
の
お
母
さ
ん
達
も
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
！

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
）

☎
52
‐
２
１
１
３

●
お
買
い
物
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
再
募
集
し
ま
す
！

世
代
を
超
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
「
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
の
支

援
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、定
期
的
に
月
１

回
買
い
物
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生

活
必
需
品
の
確
保
が
で
き
た
り
、
ツ
ア
ー

参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
楽

し
み
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
・
高
齢

者
世
帯
の
方
で
、
運
転
で
き
な
い
方
や
村

外
へ
の
運
転
に
自
信
が
な
い
方
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
役
場
職
員
・
安
心
の
村

づ
く
り
メ
ン
バ
ー
が
付
き
添
い
、
購
入
品

は
自
宅
前
ま
で
運
び
ま
す
。
　

対
　
象
　
独
居
老
人
・
高
齢
者
世
帯
等

場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
方
面

参
加
費
　
無
料（
た
だ
し
昼
食
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
　
送
迎
バ
ス
の
関
係
上
、
事
前

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
直
接
連
絡
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
住
民
健
康
課

☎
52
‐
２
１
１
３

●
台
風
災
害
見
舞
金
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

台
風
12
号
に
よ
り
中
神
地
地
区
の
土
砂

災
害
被
災
者
に
対
し
集
金
し
た
災
害
見
舞

金
は
５
０
１
，０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

●
若
者
職
場
定
着
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

今
後
の
企
業
経
営
に
と
っ
て
、労
働
者
を

確
保
し
、
職
場
定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
若
年
労
働

者
の
早
期
離
職
率
は
依
然
と
し
て
高
く
、

将
来
の
労
働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
企
業
経
営
者
等
を
対

象
に「
若
者
職
場
定
着
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

し
、若
者
の
職
場
定
着
を
高
め
、企
業
を
支

え
て
い
く
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

・
対
象
者
　
県
内
企
業
経
営
者
、人
事
担
当
者

・
定
員
　
50
名
程
度

・
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨
（
甲

府
市
中
小
河
原
町
４
０
３
‐
１

・
日
時
　
平
成
23
年
11
月
24
日
（
木
）

午
後
３
時
～
午
後
５
時
ま
で

・
講
師
　
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

学
部
教
授
　
宮
城
ま
り
子

・
テ
ー
マ
「
若
者
の
定
着
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」

・
参
加
費
　
無
料

問
合
せ
先
　

県
労
政
雇
用
課（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
）

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
４
５
１
０

●
「
就
職
を
控
え
た
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

近
年
、
新
卒
者
の
就
職
活
動
の
時
期
が

早
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
も
複
雑
に

な
っ
て
い
る
た
め
、一
番
身
近
な
親（
保
護

者
）を
対
象
に
、親
の
役
割
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
、
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
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催
し
ま
す
。

・
対
象
者
　
平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
の
子

ど
も
を
持
つ
親
等（
保
護
者
、学
生
本
人
）

・
定
員
　
70
名
程
度

・
会
場
　
山
梨
県
甲
府
・
国
中
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー「
か
い
て
ら
す
」

・
日
時
　
平
成
23
年
12
月
４
日（
木
）

午
後
１
時
半
～
午
後
４
時
ま
で

・
講
師
　
山
梨
学
院
大
学
　
就
職
・
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
次
長
　
土
橋
久
忠

・
テ
ー
マ
「
就
職
活
動
で
成
功
す
る
た
め

の
保
護
者
の
役
割
」

・
参
加
費
　
無
料

問
合
せ
先
　

県
労
政
雇
用
課
（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
）

☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
４
５
１
０

●
「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
１
」
多
重
債
務
相
談
窓
口

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、

多
重
債
務
相
談
窓
口
を
無
料
で
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

相
談
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
12
時

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所
　
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

（
甲
府
市
北
口
１
‐
４
‐
10
）

連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ

関
東
財
務
局
　
甲
府
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

●
甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局
が
管
轄

（
大
月
市
・
都
留
市
・
上
野
原
市
・
北
都

留
郡
小
菅
村
・
同
丹
波
山
村
・
南
都
留
郡

道
志
村
）
す
る
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登

記
事
務
は
、平
成
24
年
２
月
13
日（
月
）か

ら
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門
で
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
社
・
法
人
登
記
に
係
る
登
記
事
項
証

明
書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務
は
引
き

続
き
大
月
支
局
で
も
取
り
扱
い
ま
す
が
、

登
記
事
項
要
約
書
の
交
付
事
務
は
取
り
扱

い
ま
せ
ん
。

な
お
、
不
動
産
の
登
記
事
務
に
関
し
ま

し
て
は
、取
扱
い
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

☎
０
５
５
４
‐
２
２
‐
０
７
９
９

●
特
設
合
同
行
政
相
談
所
の
お
知
ら
せ

日
時
　
平
成
23
年
12
月
６
日（
火
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
３
階
大
研
修
室

内
容
　
登
記
や
戸
籍
、年
金
、介
護
・
福
祉

な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
、国
や
県
・
市
の
担
当
者
、行

政
書
士
、司
法
書
士
、税
理
士
が
相
談
・

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎

は
一
年
を
通
し
て
発
生
し
、
特
に
こ
れ
か

ら
冬
季
に
は
例
年
、
地
域
流
行
も
起
こ
り

ま
す
。
健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で
重
症
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
感
染
原
因
・
経
路

・
汚
染
さ
れ
た
食
品
の
喫
食
。

感
染
者
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
を
処
理
し

た
人
の
手
等
を
介
し
て
の
感
染
。
汚
染

箇
所
の
消
毒
不
備
か
ら
乾
燥
し
、
空
気

中
に
ウ
イ
ル
ス
が
飛
散
し
て
の
感
染
。

◆
予
防
方
法

・
食
品
は
よ
く
加
熱
（
85
℃
以
上
１
分
以

上
）
す
る
。
調
理
器
具
の
洗
浄
、消
毒
を

十
分
に
行
う
。
人
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物

を
処
理
す
る
際
に
は
、必
ず
手
袋
、マ
ス

ク
、撥
水
性
素
材
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、

素
手
で
は
処
理
し
な
い
。

・
窓
を
開
け
て
の
換
気
や
、
拭
き
取
り
し

た
後
の
塩
素
系
漂
白
剤
で
の
消
毒
を
す

る
。ト
イ
レ
や
嘔
吐
物
処
理
後
、外
出
し

て
帰
宅
時
、ま
た
、食
事
の
前
に
は
必
ず

ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
等
を
使
い
十
分
な
流
水

で
手
を
洗
う
。

問
合
せ
先

富
士
・
東
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課

☎
０
５
５
５
‐
２
４
‐
９
０
３
５

●
林
業
退
職
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、ご

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か

ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま

す
。ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び

日
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手
続

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支

部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

下
さ
い
。

問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３
‐
５
４
０
０
‐
５
４
４
３

●
講
演
会
の
お
知
ら
せ

演
題
：『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
：
環

境
変
化
と
資
産
運
用
』
 

講
師
：
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
　
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
ズ
ソ
シ
ッ
プ
推
進
室

シ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
オ

フ
ィ
サ
ー
　
池
上
　
浩
一
氏

日
時
：
平
成
23
年
11
月
30
日
（
水
）

午
後
11
時
～

会
場
：
ホ
テ
ル
ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

★
セ
ミ
ナ
ー
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

お
電
話
か
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
！

問
合
せ
先

野
村
證
券（
株
）
甲
府
支
店

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
８
１
７
８
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10
月
15
日（
土
）に
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
『
秋
の
五
感
の
集
い
星
空

と
音
楽
の
夕
べ
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

今
年
は
自
然
写
真
家
の
牛
山
俊
男
さ
ん

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小
林
真
人
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
澄
ん
だ
ピ
ア
ノ

の
音
色
と
美
し
い
星
空
映
像
や
軽
快
な

ト
ー
ク
が
な
ど
素
晴
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。山

中
湖
村
・
鳴
沢
村
・
道
志
村
の
三

村
合
同
で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
会
は
今

年
第
22
回
と
な
り
道
志
村
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
運
動
教
室
参
加
者
や
介

護
保
険
で
の
要
支
援
者
が
対
象
で
約
80

名
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
障
害
物

競
争
・
ベ
ン
チ
サ
ッ
カ
ー
・
輪
ゴ
ム
渡

し
・
一
攫
千
金
ゲ
ー
ム
の
競
技
を
行

い
、心
身
と
も
に
活
動
的
に
な
り
、他
村

の
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

さ
ら
に
元
気
よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

10
月
１
日（
土
）道
志
村
保
育
所
の
運

動
会
が
行
わ
れ
、
村
外
か
ら
も
大
勢
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
遊
戯
や
競
技
を
が
ん
ば
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

道志村トピックス

か
わ
い
い
ハ
ッ
ピ
姿
の
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
の
踊
り
で
は
、
観
客
の
皆
さ
ん

か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
か
か
り
秋
空

の
下
、
皆
が
笑
顔
で
楽
し
い
一
日
が
過

ご
せ
ま
し
た
。

先
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
杉

本
議
員
、出
羽
消
防
団
長
、出
羽
体
育
協

会
長
が
発
起
人
と
な
り
、
10
月
15
日
に

住
民
有
志
36
名
が
宮
城
県
南
三
陸
町
に

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
午
後
９
時
に
道
志
を
出
発

し
、
片
道
９
時
間
ほ
ど
か
け
て
被
災
地

に
到
着
し
ま
し
た
。現
地
で
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
指
示
の
も
と
草
刈

り
や
ゴ
ミ
の
分
別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

移
動
時
に
は
ガ
レ
キ
の
山
や
住
宅
跡

地
、つ
ぶ
れ
た
車
が
見
え
、震
災
直
後
さ

素晴らしい音色と美しい映像の一時

三
村
合
同
ふ
れ
あ
い
運
動
会

を
実
施
し
ま
し
た

住
民
有
志
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た

とても上手に踊れました

秋
の
五
感
の
集
い

星
空
と
音
楽
の
夕
べ
の
開
催

な
が
ら
の
光
景
に
参
加
者
は
言
葉
を
失

っ
て
い
ま
し
た
。

作
業
が
終
了
し
た
の
は
午
後
３
時
過

ぎ
、折
り
返
し
帰
路
に
つ
き
、道
志
に
帰

っ
て
き
た
の
は
午
前
２
時
過
ぎ
の
超
弾

丸
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は

「
疲
れ
た
が
、
被
災
地
の
為
に
ま
た
協

力
し
た
い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

参加者はとても元気に過ごしました

保
育
所
運
動
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た激しいデットヒート

作業前に黙祷を捧げました清掃作業を行う参加者



この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/
Ｈ23.10.１現在　世帯数：622世帯　人口：1933人 (男：975人　女：958人）発行　道志村役場

歳時記歳時記歳時記
１９４８年に制定された国民の休日です。戦前、この日は明治

天皇のお誕生日にあたるということから、明治節と呼ばれていま
した。現在では、文化の発展に功労のあった人々に文化勲章が授
与され、また文化功労者および各種褒章の受賞者の伝達式などが
行われたり、文化庁主催による芸術祭が開催されているようです。

道志村でも、やまゆりセンターで１１
月１日から６日まで文化の日にあわせ
て「やまゆりセンター祭」が開催されま
す。村民の皆さまから数多くの作品が展
示される予定です。道志村の文化にふれ
る良い機会になるのでは・・・。ご家族
で足を運んでみてはいかがですか。

別名「百目」。昔からあった渋柿で、山
梨、福島、宮城県などで多く生産されて
います。柿が実をつけると、冬の足音が
聞こえてきます。「柿が赤くなると医者
が青くなる」と言われるほど、栄養価が
高く身体にいい果物といえます。

慶

弔

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

東
神
地

山
口
　
　
岳�

�
く
ん

（
届
出
人
）山
口
　
翔

西
和
出
村

杉
本
　
柑�

�

奈�

ち
ゃ
ん

（
届
出
人
）杉
本
純
哉

（
９
月
届
出
）

９月２４日に埼玉県の西武ドームに於いて、NPBCUP
第５回関東女子交流大会が開催されました。道志野球
スポーツ少年団から山梨県選抜に選ばれた佐藤香奈子
ちゃんは、チームのメンバーと共に予選通過を果たし、
関東の競合相手に優勝を勝ち取りました。

●野球を始めたきっかけは？
お兄ちゃんが野球のスポ少に入っていたので、なん

となく興味があったので野球を始めました。始めてか
らすぐに野球が好きになって、家でもお兄ちゃんとキ
ャッチボールをして練習しています。けんかもするけ
ど（笑）

●野球のどんなところが好き？
守備が好きです。キャッチャーとサードの守備をし

ていたけど、キャッチャーは面白いです。始めてやった
とき、ダイヤモンドがみわたせる感覚がすごく好きで
した。そして、苦手なプレイが出来たときの達成感も好
きです。バッティングが少し苦手なので、打てた時はと
てもうれしいです。

●関東大会へ行った感想は？
自分と同じように野球を頑張っている友達がたくさ

んいることを知って、敵が増えたな（笑）と思いました。
みんな、内心緊張していたけど、あまり表に出さずにプ
レイしていて、すごいなぁと思いました。

朝早くからお弁当を作ってくれたお母さん、練習や
試合に遠くまで連れて行ってくれたお父さん、協力し
てくれた家族に、感謝しています。

中学生になったら、ソフト部に入りたいと思います。
団体競技はみんなと喜びあえる所が大好きです。ソフ
ト部に入ったら、一生懸命練習して、友達と喜びあえる
ように頑張りたいです。

道志野球スポーツ少年団
（小６） 佐藤香奈子ちゃん
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１１月３日は文化の日


